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Abstract Observations o壬a息mospheric ozone, meもIiane and nitrous oxide were made at Mt. Haleakala,

Maui,誰awan鹿om Se盲沌emberもo OcもobeⅠ,ユ991 and at Tsukuba血0m December to February, 1992 with

洩e po班able且aser heもerodyne specもrometer. Time series of vertical pro最且es of ozone mixing ratio and total

co且umn densities were obもained缶omも駄e observed spectra with aもIine reso如ion of about 1 hour, revealing

ozone vanaもiges in抽e a且も血de range O昔25-30km with a period o壬2-3 hours.

東北大学理学部ではオゾン及び関連大気微量成分

の移動観測を目指して可搬型レ-ザ-ヘテロダイン

分光計の開発を進めてきた｡そして199且年には製

作がほぼ完了し本格的に大気観測を開始した｡本講

演では可搬型レ～ザ-ヘテロダイン分光計による観

測で現在までに得られている成果を報告する｡

可搬型レーザー-テロダイン分光計の概要は別の

講演で詳しく述べるのでここでは割愛する｡本装置

を周いて､且99]年9月26日から旦0月且7日にかけ

て-ワィ､マウイ畠､ハレアカラ山頂においてオゾ

ン､メタン､一酸化二窒素の観測を実施した｡観測

地の標高は3000mで空気が乾燥しているため､水

蒸気の吸収が少なく晴天率が高い｡また東､南､西

の空の視界が確保されていて､日出直後から日没直

前まで観測が可能である｡9月26日から且0月ユ7

日の22　日間の観測期間のうちで､天候の都合で実

際に観測を実施したのはユ7　日間であった｡期間全

体でオゾン､メタン､一酸化二窒素についてそれぞ

れ256､97､82個のスペクトルが得られた｡

観測に使周した吸収線の波数域はオゾン､メタ

ン､一酸化二窒素についてそれぞれ且且00 ､且200 ､

1180cm~1である｡ Fig.且に､ユ0月3　日に観測さ

れた大気オゾン､メタン､一酸化二窒素の吸収線ス

ペクトルの例を示す｡これらのスペクトルは且回の

レ-ザ-電流スキャンによって得られた生データか

ら､信号光ショットノイズ成分の減算､レ-ザ-パ

ワーの変化の補正を施し単位エアマスの透過率に換

算してある｡ -レアカラ山頂の良好な大気条件と観

測器の改良のために､オゾンの観測スペクトルにつ

いては､従来仙台において1時間以上の観測で得ら

れていたS/Nがわずか9分で得られた｡メタン及

び一酸化二窒素については解析時にいくつかのスペ

クトルを重ね合わせてS/Nを改善する必要がある｡

オゾンの観測スペクトルのS/Nが他の二つと比較

して高いのは､おもに局発レーザーのパワーと検出

器の量子効率の違いによる｡

Fig.2(a)はユ0月7日に-レアカラ山頂におい

て観測された大気オゾンの混合比高度分布の例であ

る｡比較のためユ990年10月20　日に仙台におい

て観測された高度分布を重ねて示してある｡対流圏

界面高度の違いのため､仙台のオゾン混合比は高度

8km付近から増え始めるが､ -ワイにおいては高度

15km付近から増え始める｡その分オゾン全量も仙

台の340DUに対して-ワイでは288DU　と少なく

なっている｡観測期間は北半球のオゾンが最低値に

なる時期と一致したため､オゾン高度分布の日々変

動は小さかった｡ユ0月6日と10日は一日中オゾン

のみを観測し､オゾン高度分布の冒変化が時間分解

能約五時間で得られた｡このような高い時間分解能

でのオゾン高度分布のリモートセンシングは過去に

例がない｡その結果､高度25-30kmで周期2-3時

間のオゾン変動がとらえられた｡

また､1991年ユ2月から1992年2月にかけて

はピナツボ火山エアロゾルがオゾン層-及ぼす影響

を調査するために､国立環境研究所と共同で筑波に

おいてオゾン層の集中観測を実施した｡ Fig. 2(b)に

その期間中に可搬型レーザー-テロダイン分光計に

よって得られたオゾン高度分布の例を示す｡比較の

ために同日夕方にオゾンゾンデによって得られた高

度分布を重ねて示した｡まだ解析途中であるが-ワ

イにおける観測結果と比較して大きな時間変動がと

らえられている｡
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Oct.　3, 1991　　　8h18m-　8h26m LT SNR=1689
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Figure 1. Examples of solar absorption spectra of atmospheric (a) ozone, (b) methane

and (c) nitrous oxide observed with, the portable laser heterodyne spectrometer

aもMt. Haleakala, Maui, Hawaii on Octobe工3,ユ991.
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Figure 2. Examples of vertical pro免Ies of atmospheric ozone observed with the portable

laser heterodyne spectrometer (a) at Mt. Haleakala, Maui, Hawaii, on October

7, 199ユand (b) at Tsukubaon December 13, 1991.
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